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言葉が未来を拓く 

先週の７月７日(木)に、「七夕まつり」を行いました。 

みんなで「たなばたさま」の歌を歌い、パネルシアター

で織姫と彦星のお話を聞きました。その後に、七夕飾りの

短冊に書いた願いごとを発表しました。 

まず、年少組の子が２人、発表しました。 

「はやく はしれるように なりたい」 

「びょうきをしないで まいにち ようちえんに いけま  

すように」 

次に、年長組の子が３人、発表しました。 

「なわとびが １００かい できるように なりたい」 

「プールに かおを つけられるようになりたい」 

「さかあがりが ２かいれんぞく できますように」 

どれも素直な願いごとで、いいなと思います。こうやっ

て子どもたちは、未来を拓いていくのだなと嬉しくなって

しまいました。 

詩人の谷川俊太郎さんたちがつくった『にほんご』とい

う本の中に、次のような言葉が書いてあります。 

ひとは「そらを とぶことを ゆめみたり、かんがえたり、はなしたり、かいたり してきた。

そうして やがて ひとは ひこうきを はつめいした。」 

自分の思っていること、願っていることを「言葉」にして、そしてそれを大切にもち続けていく

ことで実現することは、たくさんあると思います。 

年少組の子の短冊に、こんな素敵な願いごとが書かれていました。 

「ようちえんの おともだちと たのしく あそびたいです。」 

こういう優しい言葉が、やさしい心を育んでいくのかもしれません。 
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